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 キーワード検索

多様体

 授業の目標

 現代幾何学における基本的な空間概念である多様体について理解し，多様体上における微分積分学の基本を習得する．

 到達目標

 多様体，多様体上の可微分関数および写像とその微分，接ベクトル，接ベクトル空間，ベクトル場，余接ベクトル，余接ベクトル空間，微分形
式などの概念の理解と具体例における実際の運用を体得する． 

 授業計画

１．可微分多様体の定義 
２．陰関数定理 
３．多様体上の関数および写像とその微分 
４．接ベクトル，接ベクトル空間，ベクトル場 
５．余接ベクトル，余接ベクトル空間，微分形式 
 
 

 成績評価の基準と方法

 授業目標に対する到達度を，次の観点から総合評価する． 
＜＜評価の観点＞＞ (1) 科目の骨格をなす定義・定理等の基礎知識を修得しているか． (2) 典型的な具体例について計算・構成等を適切に
遂行できるか． (3) 基本概念や定理に基づいた論証を正しく行うことができるか． (4) 科目の中心的な考え方を修得し，全体にわたり内容を有
機的に理解しているか． (5) 種々の問題を解決する際に科目内容を活用できるか． 
＜＜評価の基準＞＞ 秀：いずれの観点においても高く評価でき，極めて高い水準で目標を達成している． 優：大半の観点において高く評価
でき，高い水準で目標を達成している． 良：いくつかの観点では良好に評価でき，目標をある程度達成している． 可：学習成果が認められ，
目標の一部を達成している． 
＜＜評価の方法＞＞ 履修状況，試験の成績を総合評価する． 
 

 テキスト・教科書

 講義指定図書

多様体の基礎 / 松本幸夫 : 東京大学出版会, 1988, 4130621033 

 参照ホームページ

http://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ 
 

 備考

 数学序論Ｄ，Ｅ，幾何学１，解析学３を受講していることが望ましい．幾何学５も受講することが望ましい．
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